
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
の

あ
ゆ
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と
現
況
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済
生
会
は
明
治
44
年
に
明
治
天
皇
が
［
生
活
苦
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
施
薬
救
療
に
よ
っ
て
救
お
う
」
と
の

「
済
生
勅
語
」
を
発
せ
ら
れ
、
お
手
元
金
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
歴
代
皇
室
が
総
裁
を
務
め
ら
れ
、
医
療
・
福

祉
を
行
う
団
体
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
平
成
25
年
４
月
よ

り
第
６
代
総
裁
に
秋
篠
宮
殿
下
を
推
戴
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
３
年
に
第
一
号
病
院
と
し
て
神
奈
川
県
病
院
が
設
立
さ
れ
、
翌
年

に
芝
病
院
（
現
在
の
中
央
病
院
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正

５
年
に
済
生
会
３
番
目
の
病
院
と
し
て
、
当
院
の
前
身
で
あ
る
大
阪
府
病

院
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
済
生
会
に
は
、
全
国
に
80
病
院
と
、
20
の

診
療
所
、
そ
し
て
約
２
７
０
の
老
健
、
特
養
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、

５
５
，
０
０
０
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

済
生
会
は
日
赤
、
厚
生
連
と
共
に
［
公
的
］
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
『
無
料

低
額
診
療
事
業
』
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
無
料
低
額
診
療
と
い
う
の
は
、
済
生
会
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
全
患
者
の
10
％
以
上
に
10
％
以
上
の
診

療
費
免
除
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
済
生
会
の
掲
げ
る
三
大

目
標
は
、
①
生
活
困
窮
者
を
済
（
す
く
）
う　

②
医
療
で
地
域
の
生
（
い

の
ち
）
を
守
る　

③
医
療
と
福
祉
、
会
を
挙
げ
て
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
済
生
会
に
は
、
秋
篠
宮
殿
下
・
総
裁
の
も
と
に
有
馬
朗
人
会

長
、
炭
谷
茂
理
事
長
が
お
ら
れ
、
理
事
長
の
下
に
事
務
職
か
ら
な
る
本
部

組
織
が
あ
り
、
済
生
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
済
生
会
は
本
部
の

下
に
都
道
府
県
単
位
で
支
部
が
あ
る
と
い
う
組
織
体
制
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
40
都
道
府
県
に
支
部
が
あ
り
、
病
院
や
老
健
、
特
養
な
ど
の
施
設
は

各
々
の
支
部
に
属
し
、
支
部
の
責
任
者
と
し
て
支
部
長
が
い
ま
す
。
当
院

の
属
す
る
大
阪
府
支
部
は
全
国
最
大
の
支
部
で
あ
り
、
８
病
院
と
そ
の
下

に
40
近
い
各
種
福
祉
施
設
等
が
あ
り
ま
す
。

　　

中
津
病
院
は
大
正
５
年
10
月
10
日
、
大
阪
市
北
区
中
崎
町
に
初
代
院
長

石
神
享
先
生
の
下
、
70
床
の
済
生
会
大
阪
府
病
院
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
一
昨
年
、
平
成
28
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
ー
む
201　
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ま
し
た
。
中
津
病
院
の
発
展
に
は
設
立
初
期
に
お
け
る
篤
志
家
二
人
の
寄

付
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
開
院
後
、
病
棟
が
す
ぐ
に
手
狭
に

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
大
正
11
年
に
鳥
井
商
店
（
現
サ
ン
ト
リ
ー
）
の
鳥

井
信
治
郎
氏
か
ら
病
棟
１
棟
と
運
営
資
金
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
昭
和
に
入
り
、
建
物
の
老
朽
化
と
規
模
の
狭
隘
さ
が
問
題
と
な
っ
て
き

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
資
金
難
で
増
改
築
計
画
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昭
和
８
年
に
大
阪
の
メ
リ
ヤ
ス
商
と
し
て
財
を
成
さ
れ
た
嘉
門
長
藏
氏
よ

り
、
当
時
の
お
金
で
１
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

病
院
の
移
転
改
築
が
可
能
と
な
り
、
中
津
病
院
は
芝
田
町
の
旧
府
立
北
野

中
学
の
跡
地
で
あ
る
現
在
地
へ
と
移
転
し
、
２
２
０
床
の
都
市
型
病
院
と

し
て
、
今
日
の
中
津
病
院
へ
と
つ
な
が
る
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

昭
和
13
年
に
病
院
名
を
恩
賜
財
団
済
生
会
大
阪
府
中
津
病
院
と
改
め
、

昭
和
26
年
に
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
と
改
称

し
ま
し
た
。
日
本
の
高
度
成
長
に
合
わ
せ
、
中
津
病
院
の
病
床
数
は
次
第

に
増
え
、
１
９
６
３
年
、
昭
和
38
年
に
は
４
６
８
床
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
福
祉
施
設
の
開
設
に
も
注
力
し
、
昭
和
24
年
に
は
病
院
付
属
乳
児
院

を
、
昭
和
26
年
に
は
大
阪
整
肢
学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。
昭
和
44
年
に

は
、
現
在
の
中
津
病
院
、
中
津
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
形
を
創
り
上
げ
た

豊
島
正
忠
先
生
が
第
５
代
院
長
に
就
任
し
、
中
津
病
院
は
次
々
と
増
築
整

備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
昭
和
55
年
に
新
館
中
棟
を
、
昭
和
61
年
に

東
棟
を
建
設
し
、こ
れ
に
合
わ
せ
病
床
数
は
４
６
８
床
か
ら
６
０
６
床
へ
、

そ
し
て
７
７
８
床
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
61
年
か
ら
は
病
院
と
附
設
各
施

設
を
一
体
管
理
す
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
制
を
と
る
こ
と
と
し
、
中
津
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
２
年
に
各
福
祉
施
設

や
中
津
看
護
専
門
学
校
が
入
る
西
棟
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
に

は
地
域
医
療
福
祉
連
携
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
開

設
、
ま
た
平
成
14
年
に
は
北
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ

セ
ン
タ
ー
や
、リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
等
が
入
る
南
棟
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
て
約
25
年
か
け
て
行
っ
て
き
た
病
棟
の
増
築
整
備
は
一
段
落
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
か
ら
は
、
現
院
長
の
川
嶋
が
第
９
代
院
長
に
就
任
し
て

い
ま
す
。

　

中
津
病
院
は
平
成
25
年
か
ら
26
年
に
か
け
て
減
床
を
伴
う
病
床
の
大
幅

な
再
編
成
を
行
い
、
現
在
は
総
ベ
ッ
ド
数
７
１
２
床
、
う
ち
６
０
１
床
が

７

‥

１
看
護
体
制
を
と
る
一
般
病
床
、
78
床
が
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
、
33

床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
職
員
総
数
は
約

１
，
５
０
０
人
、
医
師
は
約
２
０
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
附
設
施

設
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
ケ
ア
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

長
い
間
、
中
津
病
院
は
、
中
津
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
核
と
し
て
、

病
院
完
結
型
の
医
療
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
10
年
、
地

域
完
結
型
医
療
へ
の
転
換
を
進
め
、
地
域
の
診
療
所
の
先
生
方
と
の
連
携

を
推
進
し
た
結
果
、
平
成
26
年
に
地
域
医
療
支
援
病
院
認
定
が
取
得
で
き

ま
し
た
。
現
在
、
紹
介
率
は
70
％
、
逆
紹
介
率
は
１
０
０
％
を
超
え
る
よ



う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
病
診
連
携
室

と
入
退
院
支
援
室
と
が
あ
り
、
両
者
の
密
な
連
携
に
よ
り
、
紹
介
頂
い
た

患
者
さ
ん
に
対
し
、
よ
り
細
や
か
な
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
入
退
院
支
援
室
を
介
し
て
、
入
院
前
か
ら
退

院
ま
で
切
れ
目
の
な
い
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
同

じ
部
屋
の
中
に
一
体
化
し
た
形
で
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
勤
務

す
る
生
活
福
祉
相
談
室
が
あ
り
、
無
料
低
額
診
療
事
業
の
対
象
と
な
る
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
患
者
さ
ん
の
様
々
な
相
談
に
乗
っ
て
い
ま

す
。

　

当
院
の
診
療
の
２
本
の
柱
は
が
ん
診
療
と
急
性
疾
患
診
療
で
す
。
入
院

患
者
に
占
め
る
が
ん
患
者
の
割
合
は
約
25
％
で
、
消
化
器
が
ん
、
肺
が

ん
、
造
血
器
悪
性
腫
瘍
を
中
心
に
幅
広
い
が
ん
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
大
阪
府
で
最
も
早
く
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ

ー
は
、
そ
の
高
い
診
断
力
に
よ
り
紹
介
先
の
施
設
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得

て
お
り
、
今
春
に
は
最
新
の
機
種
に
入
れ
替
え
る
予
定
で
す
。
ま
た
放
射

線
治
療
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
度
放
射
線
治
療
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。

　

が
ん
に
対
す
る
手
術
症
例
数
も
多
く
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
手
術
件

数
は
近
畿
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
特
に
３
Ｄ
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
低
侵
襲
の
内
視
鏡
手
術
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
消
化
器
内
視

鏡
検
査
症
例
数
は
年
間
１
８
，
０
０
０
件
を
超
え
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
Ｅ
Ｍ
Ｒ
の

内
視
鏡
的
手
術
も
症
例
数
が
豊
富
で
す
。
最
近
特
に
手
術
件
数
の
増
加
が

著
し
い
の
は
肺
が
ん
手
術
で
あ
り
、
こ
れ
も
原
則
と
し
て
内
視
鏡
手
術
で

行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
平
成
29
年
11
月
か
ら
は
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
、
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
は
前
立
腺
が
ん
が
主
体
で
す
が
、
今

後
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
よ
り
低
侵
襲
な
手
術
が
、
他
の
領
域
に
も
広
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

急
性
疾
患
診
療
の
中
心
は
脳
・
心
血
管
疾
患
で
あ
り
、
24
時
間
常
に
、

複
数
の
循
環
器
内
科
医
師
が
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
年
間
３
，
０
０
０
人
近
く
の
心
血
管
疾
患
の
患
者
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
急
性
心
筋
梗
塞
患
者
受
け
入
れ
数
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
数
は
近
畿

で
有
数
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
に
も
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外
科
は
３
名
の
専
門
医
か
ら
な
り
、
高
い

技
量
で
循
環
器
内
科
と
連
携
し
な
が
ら
、
幅
広
い
手
術
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
脳
血
管
障
害
は
今
後
最
も
患
者
数
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
疾

患
で
す
が
、
２
０
１
７
年
11
月
か
ら
脳
血
管
障
害
に
対
す
る
救
急
診
療
体

制
を
強
化
し
、
平
日
は
脳
神
経
系
専
門
医
師
が
24
時
間
対
応
す
る
体
制
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
性
疾
患
診
療
を
支
え
る
の
は
救
急
応
需
体

制
で
す
。
当
院
は
二
次
救
急
病
院
で
す
が
、
現
在
救
急
車
の
搬
送
受
入
数

は
年
間
６
，
０
０
０
台
を
超
え
て
お
り
、
断
ら
な
い
救
急
を
モ
ッ
ト
ー
に

応
需
率
は
日
中
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
、
夜
間
、
休
日
が
80
％
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
多
様
な
診
療
科
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
で
は
、
関
節
外
科
（
股
関
節
、
膝
関
節
）
、



手
外
科
、
脊
椎
外
科
、
外
傷
外
科
、
ス
ポ
ー
ツ
外
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

の
専
門
医
の
元
で
、
数
多
く
の
症
例
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
人
工
関
節
手
術
の
症
例
数
は
近
畿
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
膠
原

病
内
科
や
老
年
内
科
な
ど
、
他
の
施
設
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
専
門
診

療
科
が
あ
る
の
も
当
院
の
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
４
名
の
歯
科
医
師
が
勤
務

す
る
歯
科
・
口
腔
外
科
で
は
、
通
常
の
診
療
に
加
え
、
周
術
期
の
口
腔
ケ

ア
を
推
進
し
て
お
り
、
肺
炎
な
ど
の
術
後
合
併
症
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
急
性
期
病
院
の
忙
し
さ
の
中
で
も
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
や
医
療

の
質
の
低
下
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。S

m
i
l
e
 
H
o
s
p
i
t
a
l
 
P
r
o
j
e
c
t

チ
ー
ム
で
は
、
玄
関
前
駐
車
場
で
お
身

体
の
不
自
由
な
患
者
さ
ん
達
の
車
か
ら
の
乗
り
降
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

な
ど
、
患
者
さ
ん
・
利
用
者
さ
ん
が
、
よ
り
快
適
に
当
院
を
利
用
で
き
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
医
療
の
質
を
担
保
す
る
た
め
、
外
部
か

ら
の
評
価
と
し
て
、
北
区
で
は
最
初
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
検
査
部
は
、
お
そ
ら
く
大
学
病
院
以
外
で
は
日
本
初
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
検
査
の
精
度
や

検
査
の
管
理
体
制
の
確
か
さ
を
問
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
急
性
期
総
合
病
院
へ
の
舵
取
り
を
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
め

て
い
る
中
津
病
院
で
す
が
、
本
体
で
あ
る
中
・
東
棟
の
建
物
が
築
後
30
数

年
経
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
建
て
替
え
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
は
更
な
る
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
行
い
、
現
在
の
地
で
は
急
性

期
機
能
に
特
化
し
た
形
の
病
院
に
す
る
予
定
で
、
現
在
有
す
る
回
復
期
機

能
の
病
床
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
検
討
中
で
す
。
済
生
会
中
津
病
院

は
、
一
昨
年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
医
療
・
社

会
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
、
病
院
機
能
を
進
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
院

の
す
べ
て
の
基
盤
に
あ
る
『
患
者
さ
ん
・
利
用
者
さ
ん
に
優
し
い
病
院
』

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
次
の
１
０
０
年
を
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。


